
尚ご多用中恐縮に存じますが

結婚式（教会式）にもご列席賜り度く

当日  午前11時00分迄にお越し下さいますよう

お願い申し上げます

誠に恐れ入りますが当日乾杯のご発声を賜りますよう

お願い申し上げます

文例中の○○の部分は可変項目です
文例集（挙式のみ）

文例A　本人用　媒酌人なし
拝啓　時下益々ご清祥のことと
お慶び申し上げます
さて　私ども下記ご案内のとおり
このたび結婚式を挙げる運びとなりました
これもひとえに皆様方のおかげと
感謝しております
私達の新しい門出にぜひお立ち会いいただきたく
ご多用中とは存じますが
ご臨席いただければ幸いに存じます　　　敬具

文例B　本人用　媒酌人なし
謹啓　○○の季節となりました

皆様ますますご清栄のことと存じます
さて私ども　このたび結婚式を
挙げることになりました

つきましては日頃からおつきあいを
いただいております皆様に

私達の新たなる出発の証人となっていただき
幾久しくご懇情を賜りたく

人前にて挙式を行うことといたしました
お忙しいところ誠に恐縮でございますが

何卒ご来席くださいますようお願い申し上げます　
　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

文例C　本人用　媒酌人なし
ウエディング・ベルを鳴らします
ふたりで明るい家庭をつくるために
ふたりで充実した人生をすごすために

経験の浅い私たちですが
おたがいに協力しながら新しい生活を

おくっていくつもりです
これからもご指導の程をよろしく

お願い申し上げます
ご多用中とは存じますがぜひ
ご出席くださいますよう
お願い申し上げます

文例D　本人用　媒酌人なし
皆様にはお健やかにお過ごしのことと

お慶び申し上げます
かねて婚約中の私たちは　この度下記の通り

結婚式を挙げることになりました
ご多忙のこととは存じますがご臨席賜り
証人として　また私たちの門出に祈りと

励ましをいただきたく
謹んでご案内申し上げます

何卒ご出席くださいますようあわせて
ご案内申し上げます

文例E　本人用　媒酌人なし
今まで　別々の物語を書いてきた二人が
いたずらな天使によって1つの新しい物語を

書くことになりました
まず　物語の1ページ目には二人がいます
そして次のページに進むには皆様の
温かい笑顔が必要なのです

そのために　ぜひ　この物語に参加してください
お待ちしています

文例F　本人用　媒酌人なし
こだわり人生のSTARTです

誰よりも輝き　素敵な二人でいるために
私たちは結婚します

こだわり派の二人ですので衝突することも
あるかも知れません｠

しかし赤い糸で結ばれた私たちはお互いを
理解し許し合い困難を乗り越えていくつもりです
今後ともあたたかく見守ってくださるよう

お願い申し上げます　
つきましては　結婚式にぜひご出席ください

文例G　本人用　媒酌人なし
誰よりも輝き素敵な二人でいるために　
優しさと勇気をあたえあうために

私たちは結婚します
未熟な私たちですが力を合わせて

幸せな家庭を築いていきたいと思います
今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます

この喜びを皆様と分かち合えることは
この上なく幸いに存じます

ご多用中誠に恐縮でございますが
ご出席くださいますようお願い申し上げます
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当日の交通手段に○をつけてください
　自家用車　・　○○○○○○駅から
　　　　　　　　専用バス希望

御宿泊　有  ・  無
　　　　　名様

御宿泊　有  ・  無
　　　　　名様
宿泊日　○/○ ・ ○/○

当日ご宿泊いただくお部屋をご用意
しております

当日の交通手段に○をつけてください
送迎バスを
　利用する　・　利用しない

当日○○○○○○にご宿泊される場合は
下記にご宿泊される人数をお書き下さい
御宿泊　　　名様

送迎バスをご用意しておりますので
ご利用の有無をお知らせ下さいませ
○：○　○○○○○○
　利用する
　利用しない

当日はご宿泊をご準備させていただいておりま
す。
ご希望の方はその有無をお知らせください。
またご利用の方は宿泊人数もお知らせください。
　・宿泊する　　　　　・宿泊しない
　　　（　　　　）名

誠に恐れ入りますが当日一言お言葉を賜りますよう

お願い申し上げます

印刷するタイプにより、文章レイアウトが
異なる場合がございます
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御 出 席
御 欠 席 （どちらかを○でかこんで下さい）

御 芳 名

御 住 所

ペア・ジュエルタイプ 一般横書き（洋風）タイプ 一般縦書き（和風）タイプ

基本的に付則は刷り込みになります。
洋風タイプ・和風タイプに於いては、白紙に印刷
しますので、レイアウトが変更になります。

ご要望により
お作りいたします




